
１１月３日から１２月２日まで当館において、特

別展「鎌倉・室町時代の宮代町」を開催しました。

宮代町の一帯は旧石器時代以来人々が生活してい

ましたが、ことに中世、鎌倉時代から戦国時代の当

町の歴史については、西光院の古文書や当時の供養

塔である板碑、鎌倉街道の伝承などによってわずか

に知ることができるに過ぎませんでした。

しかし近年、発掘調査をはじめとする諸調査によ

って、平安時代から鎌倉時代に造られた地蔵院阿弥

陀如来像が発見され、また１５世紀から１６世紀頃

の館跡やそれに伴う遺物の発見などから、しだいに

当時の様子が明らかとなってきました。

この特別展では先述の地蔵院阿弥陀如来像や、東

京国立博物館に所蔵されている光福寺（西光院）の

銘の記された笈岳出土経筒、鎌倉公方足利氏・小田

原北条氏の文書をはじめ、町内外の貴重な資料を関

係各位のご協力をいただき展示しました。

特別展に伴い、１１月１７日（土）に展示説明会

を当館学芸員によって行い、翌１８日に講演会「鎌

倉・室町時代の宮代町周辺」を目白大学教授の有元

修一氏を講師に迎えて開催しました。

また、クイズを実施して、回答された来館者には

パンフレットをプレゼントしました。クイズの最後

に特別展の感想を書いていただく欄があり、貴重な

ご意見を賜りました。今後の参考とさせていただき

ます。
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１ ２ 月 ３ 日 よ り 開 催 し て い る 企 画 展

は 、「 カ メ ラ が 語 る 宮 代 町 」 と 題 し て 、

町 内 の 風 景 を と ら え た 懐 か し い 写 真 を

展 示 し て い ま す 。

宮 代 町 に 残 さ れ た 、 大 切 な 思 い 出 の

記 録 で あ る こ れ ら の 写 真 は 、 歴 史 を 学

ぶ 上 で も 貴 重 な 資 料 で す 。

展 示 風 景

篠 津 の 天 王 様 高 富 の あ ら れ ま き

（ 白 岡 町 ） （ 吉 川 市 ）

埼 葛 地 区 は 、 埼 玉 県 の 東 部 低 地 を 中

心 に 南 北 に 広 が る 地 域 で 、 多 く の 河 川

が 流 れ 込 み 県 内 で も 随 一 の 穀 倉 地 帯 で

す 。 そ の 反 面 、 氾 濫 に 悩 ま さ れ た 土 地

柄 で も あ り ま し た 。 そ う し た 歴 史 的 背

寄 贈 さ れ た カ メ ラ

資 料 館 は ５ ０ 年 後 、 １ ０ ０ 年 後 の 未

来 の 人 達 に 宮 代 の 歴 史 を 伝 え て 行 く た

め に 、こ う し た 写 真 を 保 管 し て い ま す 。

郷 土 の 歴 史 に つ い て 考 え な が ら 、 同 時

に 「 今 」 の 宮 代 を 見 つ め る た め に も 今

回 の 展 示 を 是 非 ご 覧 に な っ て 下 さ い 。

景 は 暮 ら し に 様 々 な 影 響 を も た ら し 、

独 特 の 民 俗 文 化 を 育 ん で 来 ま し た 。

こ の 巡 回 展 は 埼 葛 地 区 文 化 財 担 当 者

会 が 調 査 し た 埼 葛 地 区 の ま つ り ・ 行 事

に つ い て 紹 介 し た も の で 、 ９ 月 １ １ 日

か ら １ ０ 月 ２ １ 日 ま で 開 催 し ま し た 。

各 市 町 か ら 集 ま っ た ５ ， ５ ０ ０ 件 以

上 の デ ー タ は 、 既 に 報 告 書 と し て 刊 行

さ れ 、 こ の 展 示 で は 各 市 町 の ま つ り ・

行 事 の 概 観 や 埼 葛 地 区 の 特 徴 を 示 す ま

つ り ・ 行 事 に つ い て 、 写 真 を 用 い て 紹

介 し ま し た 。

長 い 年 月 を 経 て 先 人 か ら 伝 え ら れ た

こ れ ら の 貴 重 な 民 俗 文 化 も 、 高 度 成 長

期 以 降 の 急 速 な 生 活 様 式 の 変 化 に よ り

次 第 に 姿 を 変 え つ つ あ り ま す が 、 郷 土

の 伝 統 文 化 を 大 切 に し 、 そ の す ば ら し

さ を 再 認 識 す る こ と も 必 要 な 事 だ と 思

い ま す 。



1０月２１日、旧加藤家住宅の土間におい

てわら細工教室を開催しました。

講師は町内在住の伊草 進さんで、先生の

指導を受けながらわらぞうりを作りました。

慣 れ な い 作 業 の 為 に 約 ３ 時 間 と い う

限 ら れ た な か で 、 １ 足 仕 上 げ る の は

先生の指導をうけながら･･･

宮代町内で発見された古文書を解読してい

く、古文書講座を今年も開催しました。１１

月３日、１０日、１７日、２４日の計４回で、

いずれも土曜日の午後２時から午後３時３０

分まで行いました。

講 座 風 景 １

作 業 風 景

大変で参加者のほとんどが半分作るので精一

杯でした。

残った分は持ち帰って、先生から教えてい

ただいた事やこの日の体験を思い出しながら、

各自が家で作業することとなりました。

講 座 風 景 ２

講師は当町の町史編集委員の林 貴史先

生で、先生の解説に参加者全員が熱心に耳を

かたむけていました。



コ ラ ム ～ ク ル ミ の 木 ～

宮代のお正月（大正月）

《 年 神 様 》

▼大正月は元旦を中心として行われ、年神様を迎えて

まつる行事が多い事が特徴です。▼年神様は正月だけ

祭られる神様で、神様が来る時期は大晦日や元旦の朝、

帰るのは１月の卯の日・卯の刻、１４日など、様々な

言い伝えがあります。▼町内では、古くは年神棚を設

けて年神様をまつりましたが、現在では床の間や大神

宮様と一緒にまつる家庭が多いようです。▼家の主や

跡取りが年男となって、元日の朝に初湯に入って身を

清めてから雑煮を作って供えました。▼その他に松の

枝も供えましたが、これは１１日の鎌入れに使いまし

た。▼年神様は家を守り、幸福をもたらす神として、

また年神様の「年」は穀物の実りを意味する「稔」に

通じることから豊作の神様として信じられてきました。

《 正 月 の 餅 》

▼お正月の食べ物やお供え物と言ったら、真っ先に思

い浮かぶのがお餅です。▼毎年１２月２５日過ぎにな

ると鏡餅や雑煮に入れる餅、その他にあられやかき餅

にする餅をつきます。▼昔は１俵（６０ｋｇ）から多

い家では３俵もつきました。そのため、午前２時頃か

ら餅米をふかし始め、家族総出で近所も手伝い餅をつ

きました。▼１２月２９日につく「クンチモチ（九日

餅）」、また１２月３１日につく「イチヤモチ（1夜餅）」

を嫌うところが多く見られます。▼餅は正月以外にも、

初誕生（１歳の誕生日）など人生の節目を祝うために

用いられることが多く、生命に力を与える霊力のある

食べ物と考えられていました。

《 お 供 え（ 鏡 餅 ） 》

▼お供えは半紙にのせ、年神様や家の神様、仏様にえ

ます。一般的には大神宮様・荒神様・恵比寿様・井戸

神様・仏様・俵神様・屋敷神様などにお供えします。

▼お供え用の餅は３臼目、５臼目につく家が多いよう

です。１臼目だと臼が冷えていて上手につきあがらな

いためです。

資料館寄贈者名簿

下記の皆様から歴史や文化に対する資料を

ご提供いただきました。厚く御礼を申し上げます。

中島清子 氏 花嫁衣裳（白垢）

関根はな 氏 ゲタ（よそゆきゲタ）

手ぬぐい（「明治・大正・昭和・

平成 米価年代暦」柄）

森山 清 氏 ベーゴマ・ヨーヨー

資料館日誌抄
≪平成１３年１１／１日～平成１３年１２／３１≫

１１． ３ 特別展「鎌倉・室町時代の宮代町」

（～１２月２日）

１１． ３ 古文書講座（第1回）

１１．１０ 古文書講座（第２回）

１１．１４ 季節展示 恵比寿講（～１１月２２日）

１１．１７ 特別展 展示説明会

古文書講座（第３回）

１１．１８ 特別展 講演会

「鎌倉・室町時代の宮代町周辺」

１１．２２ 町史編集委員会議

１１．２４ 古文書講座（第４回）

１２． ３ 企画展「カメラが語る宮代町」（～３月31日）

１２．１６ 文化財保護委員会

１２．１９ 季節展示 正月（～１月９日）

１２．２２ 冬至の火渡り見学ツアー
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